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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を画像データとして出力する撮像部と、
　被写体の顔を検出する顔検出部と、
　撮影光学系の焦点距離を変更する焦点距離変更部と、
　上記焦点距離の長短と上記被写体の顔の増減に応じて、上記撮像部の画像データ出力領
域の縦横及び／又はアスペクト比を制御する撮像領域制御部と、
　を有し、
　上記撮像領域制御部は、上記焦点距離を短くした時に、
　上記被写体の顔が増えれば、上記画像データ出力領域を横長にする及び／又はアスペク
ト比をより横長にするように制御し、
　上記被写体の顔が減る又は増減しなければ、上記画像データ出力領域を縦長にする及び
／又はアスペクト比をより縦長にするように制御する、
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　上記撮像領域制御部は、上記焦点距離を長くした時に、上記画像データ出力領域を横長
にする及び／又はアスペクト比をより横長にするように制御することを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　上記顔検出部は、上記撮像部全体の中に位置する一つ又は複数の被写体の顔を検出する
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、又は、上記画像データ出力領域内に位置する一つ又は複数の被写体の顔を検出すること
を特徴とする請求項１または請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　上記被写体像を光学的に表示するファインダ表示部と、
　上記画像データに基づいて上記被写体像を表示するライブビュー表示部と、
　上記ファインダ表示部を用いた撮影と、上記ライブビュー表示部を用いた撮影を切り換
える切り換え部と、
　を更に有し、
　上記撮像領域制御部は、上記ライブビュー表示部を用いた撮影の際に、上記画像データ
出力領域の縦横及び／又はアスペクト比を制御する、
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　上記焦点距離変更部は、上記撮影光学系内の一部の光学系を光軸に沿って移動させるこ
とにより、焦点距離を変更する、又は、上記撮影光学系が撮像装置に対して脱着可能であ
り、上記撮影光学系を交換することにより、焦点距離を変更することを特徴とする請求項
１乃至請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　被写体像を画像データとして出力し、
　上記画像データに基づいて被写体の顔を検出し、
　撮影光学系の焦点距離を検出し、
　上記焦点距離の長短と上記被写体の顔の増減に応じて、上記撮像部の画像データ出力領
域の縦横及び／又はアスペクト比を制御し、
　上記制御は、上記焦点距離を短くした時に、
　上記被写体の顔が増えれば、上記画像データ出力領域を横長にする及び／又はアスペク
ト比をより横長にするように制御し、
　上記被写体の顔が減る又は増減しなければ、上記画像データ出力領域を縦長にする及び
／又はアスペクト比をより縦長にするように制御する、
　ことを特徴とする撮像装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置および撮像装置の制御方法に関し、詳しくは、画像を異なるアスペ
クトに変更可能な撮像装置および撮像装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等の撮像装置が一般に撮影に用いられている。撮影にあたって、
被写体の構図に応じて縦長画像や横長画像に変えたりすることがある。また、アスペクト
比を変更し、最適な構図としたいことがある。
【０００３】
　そこで、縦横やアスペクト比を変更可能とした撮像装置が提案されている。例えば、特
許文献１には、本体の向きを変えることなく撮像画面の縦横の比率を変化させることので
きるようにした電子写真装置が開示されている。この電子写真装置においては、縦方向拡
大ボタンまたは横方向拡大ボタンを操作することにより、正方形の撮像素子から縦方向と
横方向の撮像有効範囲を変化させている。
【特許文献１】特開２００２－１７６５８１号公報
【０００４】
　また、特許文献２には、多点測距の結果に基づいて主被写体が横並びであるか否かを判
別し、横並びであった場合には、パノラマ撮影に切り換えるカメラが開示されている。さ
らに、特許文献３には、多点測距の結果に基づいて主被写体の距離とその位置を解析し、
ユーザーが選択したアスペクト比に最適な焦点距離を選択するようにしたカメラが開示さ
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れている。
【特許文献２】特開平６－０９４９７０号公報
【特許文献３】特開平５－０４０２９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述の特許文献１に開示の電子写真装置は、正方形の撮像素子から画像データを切り出
すことにより、縦横様々なアスペクト比の画像を得ることができるものの、アスペクト比
設定の操作が煩雑である。また、特許文献２に開示のカメラでは、横長のパノラマに切り
換えることが示されているだけであって、ズームや縦長画像については考慮されていない
。さらに、特許文献３に開示のカメラでは、アスペクト比に応じた最適なズーム位置に自
動設定されるが、ズームや人物の検出結果に応じて適切にアスペクト比を設定することに
ついては考慮されていない。
【０００６】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、ユーザーが設定した焦点距離
と被写体（人物）に対して最適なアスペクト比に自動切り換えを可能とした撮像装置およ
び撮像装置の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため第１の発明に係わる撮像装置は、被写体像を画像データとして
出力する撮像部と、被写体の顔を検出する顔検出部と、撮影光学系の焦点距離を変更する
焦点距離変更部と、上記焦点距離の長短と上記被写体の顔の増減に応じて、上記撮像部の
画像データ出力領域の縦横及び／又はアスペクト比を制御する撮像領域制御部と、を有し
、上記撮像領域制御部は、上記焦点距離を短くした時に、上記被写体の顔が増えれば、上
記画像データ出力領域を横長にする及び／又はアスペクト比をより横長にするように制御
し、上記被写体の顔が減る又は増減しなければ、上記画像データ出力領域を縦長にする及
び／又はアスペクト比をより縦長にするように制御する。
【０００９】
　第２の発明に係わる撮像装置は、上記第１の発明において、上記撮像領域制御部は、上
記焦点距離を長くした時に、上記画像データ出力領域を横長にする及び／又はアスペクト
比をより横長にするように制御する。
　第３の発明に係わる撮像装置は、上記第１または第２の発明において、上記顔検出部は
、上記撮像部全体の中に位置する一つ又は複数の被写体の顔を検出する、又は、上記画像
データ出力領域内に位置する一つ又は複数の被写体の顔を検出する。
【００１０】
　第４の発明に係わる撮像装置は、上記第１ないし第３の発明において、上記被写体像を
光学的に表示するファインダ表示部と、上記画像データに基づいて上記被写体像を表示す
るライブビュー表示部と、上記ファインダ表示部を用いた撮影と、上記ライブビュー表示
部を用いた撮影を切り換える切り換え部と、を更に有し、上記撮像領域制御部は、上記ラ
イブビュー表示部を用いた撮影の際に、上記画像データ出力領域の縦横及び／又はアスペ
クト比を制御する。
【００１１】
　第５の発明に係わる撮像装置は、上記第１ないし第４の発明において、上記焦点距離変
更部は、上記撮影光学系内の一部の光学系を光軸に沿って移動させることにより、焦点距
離を変更する、又は、上記撮影光学系が撮像装置に対して脱着可能であり、上記撮影光学
系を交換することにより、焦点距離を変更する。
【００１２】
　第６の発明に係わる撮像装置の制御方法は、被写体像を画像データとして出力し、上記
画像データに基づいて被写体の顔を検出し、撮影光学系の焦点距離を検出し、上記焦点距
離の増減と上記被写体の顔の増減に応じて、上記撮像部の画像データ出力領域の縦横及び



(4) JP 5203155 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

／又はアスペクト比を制御し、上記制御は、上記焦点距離を短くした時に、上記被写体の
顔が増えれば、上記画像データ出力領域を横長にする及び／又はアスペクト比をより横長
にするように制御し、上記被写体の顔が減る又は増減しなければ、上記画像データ出力領
域を縦長にする及び／又はアスペクト比をより縦長にするように制御する。
 
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ユーザーが設定した焦点距離と被写体（人物）に対して最適なアスペ
クト比に自動切り換えを可能とした撮像装置および撮像装置の制御方法を提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面に従って本発明を適用したデジタルカメラを用いて好ましい一実施形態につ
いて説明する。図１は、本発明の一実施形態に係わるデジタル一眼レフレックスカメラの
正面から見た外観図であり、図２は、このデジタル一眼レフレックスカメラの背面側から
見た外観斜視図である。
【００１５】
　図１に示すカメラ本体２００の前面の略中央には、交換レンズ１００（図３参照）を装
着するためのボディマウント２４が設けてある。このボディマウント２４より少し奥まっ
た位置には、交換レンズ１００と接続し、通信を行うための通信接点３４１が配置されて
いる。また、ボディマウント２４よりカメラ本体２００の内部側はミラーボックスであり
、ミラーボックス内には、可動ミラー２０１等が配置されている。
【００１６】
　また、カメラ本体２００の正面左側のグリップ部の上部には、レリーズ釦２１が配置さ
れている。レリーズ釦２１は、撮影者が半押しするとオンする第１レリーズスイッチと、
全押しするとオンする第２レリーズスイッチを有している。この第１レリーズスイッチ（
以下、１Ｒと称する）のオンによりカメラは焦点検出、撮影レンズのピント合わせ、被写
体輝度の測光等の撮影動作を行い、第２レリーズスイッチ（以下、２Ｒと称する）のオン
により撮像素子２２１（図３参照）の出力に基づいて被写体像の画像データの取り込みを
行う露光動作を実行する。
【００１７】
　また、カメラ本体２００の正面左側グリップ部には、前ダイアル２２が配置されている
。この前ダイアル２２は、時計方向および反時計方向に回転自在であり、その回転方向と
回転量が検知され出力される。
【００１８】
　カメラ本体２００の上部には、被写体に補助光を照射するための内蔵フラッシュ５０が
収納されている。内蔵フラッシュ５０をポップアップ状態とすると、使用状態となり、そ
の発光部は被写体に向けた位置となる。
【００１９】
　カメラ本体２００の上面には、コントロールパネル４０が配置されている。このコント
ロールパネル４０は、液晶等の表示装置であって、撮影にあたっての絞り値やシャッタ速
度値等の撮影情報が表示される。
【００２０】
　図２に示すように、カメラ本体２００の背面の右上には、後ダイアル２３が配置されて
いる。後ダイアル２３も、前ダイアル２２と同様、時計方向および反時計方向に回転自在
であり、その回転方向と回転量が検知され出力される。
【００２１】
　後ダイアル２３の下側には、ライブビュー表示釦（以下、ＬＶ表示釦と称す）３１が配
置されている。ライブビュー表示は、撮像素子によって取得した画像データに基づいて被
写体像観察用に液晶モニタ等の表示装置に被写体像を表示することをいう。このＬＶ表示
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釦３１を操作することにより、ライブビュー表示モードを設定し、また再度操作するとラ
イブビュー表示モードの解除を行う。
【００２２】
　ＬＶ表示釦３１の下側には、十字釦３２が配置されている。この十字釦３２は上側十字
釦、下側十字釦、右側十字釦、左側十字釦の４つの釦からなり、背面液晶モニタ３９上に
カーソルが表示されている場合に、このカーソルの移動等に用いる。４つの十字釦３２の
ほぼ中心にＯＫ釦３３が配置されている。このＯＫ釦３３は、十字釦３２によって選択さ
れた項目の決定を行うための操作部材である。
【００２３】
　十字釦３２の下側には、パワースイッチ３４が配置されている。このパワースイッチ３
４は、このカメラのカメラ動作の実行を制御するための操作部材である。すなわち、本実
施形態に係わるカメラは、パワースイッチ３４がオン状態の場合に、種々の動作を実行し
、オフの場合にはカメラ動作を実行しない。
【００２４】
　カメラ本体２００の背面の略中央の上部には、接眼部３８が設けられており、この中に
接眼レンズ２０９が配置されている。カメラ本体２００は一眼レフレックスカメラであり
、内部には、可動ミラー２０１やペンタプリズム２０７等のファインダ光学系（図３参照
）が配置され、このファインダ光学系を通過した被写体光束が、この接眼レンズ２０９よ
り出射する。撮影者は接眼レンズ２０９を介して、光学的に被写体像を観察することがで
きる。
【００２５】
　接眼部３８の下側には、背面液晶モニタ（以下、背面ＬＣＤと称す）３９が配置されて
いる。背面ＬＣＤ３９は、ライブビュー表示を行い、また、記録済みの被写体像を再生表
示し、撮影情報やメニューを表示するための表示装置である。これらの表示を行うことが
できるものであれば、液晶に限らない。また、本実施形態においては、カメラ本体２００
の背面に配置しているが、撮影者が観察できる位置であれば、背面に限られない。
【００２６】
　背面ＬＣＤ３９の下側であって、パワースイッチ３４の左側には、メニュー釦３５が配
置されている。このメニュー釦３５はメニューモードに設定し、また解除するための操作
部材である。メニューモードは、このカメラの種々のモードやその他の設定を行うモード
であり、メニューモードに設定されると、背面ＬＣＤ３９にメニュー表示がなされる。撮
影者は、このメニュー表示の中から好みのモード等を十字釦３２によって選択し、ＯＫ釦
３３によって確定する。
【００２７】
　メニュー釦３５の左側には、再生釦３６が配置されている。この再生釦３６は、記録媒
体等に記録された画像データを読み出し、この画像データに基づいて被写体像を背面ＬＣ
Ｄ３９に再生表示する再生モードを指示する操作部材である。
【００２８】
　再生釦３６の左側には、縦横釦３７が配置されている。この縦横釦３７は縦長画像と横
長画像のいずれかを選択するための操作部材である。後述するように、本実施形態に係わ
るカメラの撮像素子２２１は、ほぼ正方形状をしており、この撮像素子によって出力され
る画像データ中から、縦長画像や横長画像の画像データを選択して表示し、記録媒体に記
録する。
【００２９】
　次に、本実施形態に係わるデジタル一眼レフカメラの電気回路について、図３に示すブ
ロック図を用いて説明する。このデジタル一眼レフカメラは、交換レンズ１００とカメラ
本体２００とから構成される。本実施形態では、交換レンズ１００とカメラ本体２００は
別体で構成され、通信接点３４１にて電気的に接続されているが、交換レンズ１００とカ
メラ本体２００を一体に構成することも可能である。
【００３０】
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　交換レンズ１００の内部には、焦点調節および焦点距離調節用の撮影光学系１０１と、
開口量を調節するための絞り１０３が配置されている。撮影光学系１０１は光学系駆動機
構１０７によって駆動され、絞り１０３は絞り駆動機構１０９によって駆動される。光学
系駆動機構１０７によって駆動された撮影光学系１０１の焦点位置（ピント位置）は、ピ
ント位置検出機構１０５によって、また光学系１０１の焦点距離は、ズーム位置検出機構
１０６によって、それぞれ検出される。
【００３１】
　光学系駆動機構１０７、絞り駆動機構１０９、ピント位置検出機構１０５、およびズー
ム位置検出機構１０６は、それぞれレンズＣＰＵ１１１に接続されており、このレンズＣ
ＰＵ１１１は通信接点３４１を介してカメラ本体２００に接続されている。
【００３２】
　また、レンズＣＰＵ１１１には、レンズＲＯＭ１１３とレンズＲＡＭ１１５が接続され
ている。レンズＲＯＭ１１３は、電気的に書き換え可能な不揮発性メモリであり、レンズ
ＣＰＵ１１１を実行させるためのプログラムや、交換レンズ１００の固有情報等が記憶さ
れている。レンズＲＡＭ１１５は、電気的に書き換え可能な揮発性メモリであり、上述の
プログラムの実行に当たって使用される一時的な記憶領域である。
【００３３】
　レンズＣＰＵ１１１は交換レンズ１００内の制御を行うものであり、光学系駆動機構１
０７を制御してピント合わせや、ズーム駆動を行うとともに、絞り駆動機構１０９を制御
して絞り値制御を行う。また、レンズＣＰＵ１１１は、ピント位置検出機構１０５やズー
ム位置検出機構１０６によって検出された焦点距離や焦点位置情報をカメラ本体２００に
送信する。
【００３４】
　カメラ本体２００内には、被写体像を観察光学系に反射するためにレンズ光軸に対して
４５度傾いた位置（下降位置、被写体像観察位置）と、被写体像を撮像素子２２１に導く
ために跳ね上がった位置（上昇位置、退避位置）との間で、回動可能な可動ミラー２０１
が設けられている。
【００３５】
　この可動ミラー２０１の上方には、被写体像を結像するためのフォーカシングスクリー
ン２０４が配置され、このフォーカシングスクリーン２０４の上方には、全面液晶板（以
下、全面ＬＣＤと称す）２０５が配置されている。この全面ＬＣＤ２０５は、部分的に透
過と遮光を制御可能であり、フォーカシングスクリーン２０４上に結像した被写体像の内
の任意に部分について、被写体像をファインダ光学系に導くことができる。
【００３６】
　全面ＬＣＤ２０５の上方には、被写体像を左右反転させるためのペンタプリズム２０７
が配置されている。ペンタプリズム２０７の前面側の反射面に沿って、ファインダ内表示
装置２０６が配置されている。このファインダ内表示装置２０６は、液晶表示装置等から
構成され、後述するように、光学ファインダ像に対して、視野表示や撮影情報等を重畳さ
せて表示する。このファインダ内表示装置２０６は、ファインダ内表示駆動回路２９５に
接続されており、これによって駆動制御される。
【００３７】
　ペンタプリズム２０７の出射側(図３で右側)には被写体像観察用の接眼レンズ２０９が
配置され、この脇であって被写体像の観察に邪魔にならない位置に測光センサ２１１が配
置されている。この測光センサ２１１は、測光処理回路２１２に接続され、測光センサ２
１１の出力は、この測光処理回路２１２によって増幅処理やアナログ－デジタル変換等の
処理がなされる。
【００３８】
　上述の可動ミラー２０１の中央付近はハーフミラーで構成されており、この可動ミラー
２０１の背面には、ハーフミラー部で透過した被写体光をカメラ本体２００の下部に反射
するためのサブミラー２０３が設けられている。このサブミラー２０３は、可動ミラー２
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０１に対して回動可能であり、可動ミラー２０１が跳ね上がっているときには（図３にお
いて破線位置）、ハーフミラー部を覆う位置に回動し、可動ミラー２０１が被写体像観察
位置（下降位置）にあるときには、図示する如く可動ミラー２０１に対して開いた位置に
ある。
【００３９】
　この可動ミラー２０１はミラー駆動機構２３９によって駆動されている。また、サブミ
ラー２０３の下方には位相差ＡＦセンサ２４１が配置されており、この位相差ＡＦセンサ
２４１の出力は位相差ＡＦ処理回路２４３に接続されている。位相差ＡＦセンサ２４１は
、撮影光学系１０１によって結像される被写体像の焦点ズレ量（デフォーカス量）を測定
するために、撮影光学系１０１の周辺光束を２光束に分離する公知の位相差ＡＦ光学系と
１対のセンサとから構成されている。また、位相差ＡＦセンサ２４１は、撮影画面内の複
数ポイントについて、それぞれ焦点検出可能である。
【００４０】
　可動ミラー２０１の後方には、露光時間制御用のフォーカルプレーンタイプのシャッタ
２１３が配置されており、このシャッタ２１３はシャッタ駆動機構２３７によって駆動制
御される。シャッタ２１３の後方には撮像素子２２１が配置されており、撮影光学系１０
１によって結像される被写体像を電気信号に光電変換する。なお、撮像素子２２１として
はＣＣＤ（Charge Coupled Devices）またはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semi
conductor）等の二次元固体撮像素子を使用できることは言うまでもない。
【００４１】
　撮像素子２２１は撮像素子駆動回路２２３に接続され、この撮像素子駆動回路２２３に
よって、撮像素子２２１から画像信号の読出し等が行われる。撮像素子駆動回路２２３は
、前処理回路２２５に接続されており、前処理回路２２５は、ライブビュー表示のための
画素間引き処理、拡大表示のための切り出し処理等の画像処理のための前処理を行なう。
【００４２】
　前述のシャッタ２１３と撮像素子２２１の間には、防塵フィルタ２１５、赤外カットフ
ィルタ・ローパスフィルタ２１７が配置されている。防塵フィルタ２１５の周囲には圧電
素子が固定されており、この圧電素子は防塵フィルタ駆動回路２３５によって、超音波で
振動する。防塵フィルタ２１５の付着した塵埃は、圧電素子に発生する振動波によって、
除塵される。
【００４３】
　赤外カットフィルタ・ローパスフィルタ２１７は、被写体光束から赤外光成分と、高周
波成分を除去するための光学フィルタである。防塵フィルタ２１５、赤外カットフィルタ
・ローパスフィルタ２１７および撮像素子２２１は、塵埃等が侵入しないように気密に一
体に構成されている。これら一体化された撮像素子２２１等は、シフト機構２３３によっ
て、撮像素子２２１の撮像面におけるＸ軸方向とＹ軸方向に沿って、それぞれ移動させる
ことができる。
【００４４】
　手ブレセンサ２２９は、カメラ本体２００に加えられた手ブレ等による振動を検出する
角加速度センサ等であり、この出力は手ブレ補正回路２３０に接続している。手ブレ補正
回路２３０は手ブレ等の振動を除去するための手ブレ補正信号を生成し、手ブレ補正回路
２３０の出力は、シフト機構駆動回路２３１に接続されている。
【００４５】
　シフト機構駆動回路２３１は、手ブレ補正信号を入力し、この信号に基づいて、シフト
機構２３３を駆動する。このシフト機構２３３によって、カメラ本体２００に加えられた
手ブレ等の振動を打ち消すように、撮像素子２２１等を移動させ、防振を行なう。
【００４６】
　傾きセンサ２２７は、３軸回りの角加速度を検出し、カメラ本体２００の傾きに応じた
値を出力する。傾き検知回路２２８は、傾きセンサ２２７に接続されており、傾きセンサ
２２７の定常状態の値から傾き状態を、また傾きセンサ２２７の変化量から加速度を求め
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、これらの値を出力する。
【００４７】
　光源センサ２４４は、蛍光灯や太陽光など、被写体の環境光の光源を検出するためのセ
ンサである。光源処理回路２４５は、光源センサ２４４に接続され、光源に応じた光源デ
ータを出力する。照度センサ２４６は、カメラ２００上での照度を測定するためのセンサ
である。照度処理回路２４７は、照度センサ２４６に接続され、照度に応じた照度データ
を出力する。
【００４８】
　リモコン受信センサ２４８は、リモコン装置（不図示）からの赤外線等によるリモコン
指令を受信するための赤外線センサである。リモコン受信処理回路２４９は、リモコン受
信センサ２４８に接続され、このセンサからの信号を入力し、リモコン信号を出力する。
【００４９】
　前述の前処理回路２２５は、ＡＳＩＣ（Application Specific
Integrated Circuit 特定用途向け集積回路）２５０内のデータバス２５２に接続されて
おり、このデータバス２５２を介して、ＡＳＩＣ２５０内の各回路に接続されている。ま
た、前処理回路２２５は、コントラストＡＦ回路２５３およびＡＥ回路２５５にも接続さ
れている。
【００５０】
　コントラストＡＦ回路２５３は、前処理回路２２５から出力される画像信号に基づいて
高周波成分を抽出し、この高周波成分に基づくコントラスト情報をボディＣＰＵ２５１に
出力する。なお、コントラストＡＦ回路２５３は、高周波成分を抽出するにあたって、画
面内の全領域について、抽出可能である。ＡＥ回路２５５は、前処理回路２２５から出力
される画像信号に基づいて、被写体輝度に応じた測光情報をボディＣＰＵ２５１に出力す
る。
【００５１】
　データバス２５２、コントラストＡＦ回路２５３、およびＡＥ回路２５５に接続されて
いるボディＣＰＵ２５１は、フラッシュメモリ２７７に記憶されているプログラムに従っ
て、デジタル一眼レフカメラの動作を制御するものである。
【００５２】
　データバス２５２には、ボディＣＰＵ２５１以外に、画像処理回路２５７、圧縮伸張回
路２５９、ビデオ信号出力回路２６１、スイッチ検知回路２６８、入出力回路２７１、通
信回路２７３、フラッシュメモリ制御回路２７５、ＳＤＲＡＭ制御回路２７９、記録媒体
制御回路２８３、ダイアル検知回路２８９が接続されている。
【００５３】
　画像処理回路２５７は、デジタル画像データのデジタル的増幅（デジタルゲイン調整処
理）、色補正、ガンマ（γ）補正、コントラスト補正、ライブビュー表示用画像生成等の
各種の画像処理を行なう。この画像処理回路２５７は、画像データ出力領域内のデジタル
画像データを用いて、被写体像の中に人物の顔の部分が含まれているか否か、また含まれ
ている場合には、その位置や顔の数を検出する。また圧縮伸張回路２５９はＳＤＲＡＭ２
８１に一時記憶された画像データをＪＰＥＧやＴＩＦＦ等の圧縮方式により圧縮し、また
表示等のために伸張するための回路である。なお、画像圧縮はＪＰＥＧやＴＩＦＦに限ら
ず、他の圧縮方式も適用できる。
【００５４】
　ビデオ信号出力回路２６１は、ＬＣＤ駆動回路２６３を介して背面ＬＣＤ３９に接続さ
れ、また接点３３０ａを介して外部表示装置３３０に接続可能である。このビデオ信号出
力回路２６１は、ＳＤＲＡＭ２８１、記録媒体Ａ２８５、記録媒体Ｂ２８７に記憶された
画像データを、背面ＬＣＤ３９等に表示するためのビデオ信号に変換するための回路であ
る。背面ＬＣＤ３９は、図２に示すように、カメラ本体２００の背面に配置されるが、撮
影者が観察できる位置であれば、背面に限らないし、また液晶に限らず他の表示装置でも
構わない。
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【００５５】
　シャッタレリーズ釦２１の第1ストローク（半押し）を検出する１Ｒスイッチや、第２
ストローク（全押し）を検出する２Ｒスイッチ、ライブビュー表示釦３１の操作によって
オンするライブビュー表示スイッチを含む各種スイッチ２６９は、スイッチ検知回路２６
８を介してデータバス２５２に接続されている。また、各種スイッチ２６９としては、こ
の他にも、メニュー釦３５に連動するメニュースイッチ、再生釦３６に連動する再生スイ
ッチ、縦横釦３７に連動する縦横スイッチ、パワースイッチ３４等、その他の操作部材に
連動する各種スイッチ等を含んでいる。
【００５６】
　上述の防塵フィルタ駆動回路２３５、シャッタ駆動機構２３７、位相差ＡＦ処理回路２
４３、ミラー駆動機構２３９、光源処理回路２４５、照度処理回路２４７、リモコン受信
処理回路２４９、傾き検知回路２２８、シフト機構駆動回路２３１、測光処理回路２１２
と接続される入出力回路２７１は、データバス２５２を介してボディＣＰＵ２５１等の各
回路とデータの入出力を制御する。なお、入出力回路２７１は、後述するＬＣＤ向き検知
回路２６５、充電回路３０１、フラッシュ発光回路３０３にも接続される。
【００５７】
　レンズＣＰＵ１１１と通信接点３４１を介して接続された通信回路２７３は、データバ
ス２５２に接続され、ボディＣＰＵ２５１等とのデータのやりとりや制御命令の通信を行
う。
【００５８】
　フラッシュメモリ制御回路２７５は、フラッシュメモリ（Flash Memory）２７７に接続
され、このフラッシュメモリ２７７は、デジタル一眼レフカメラの動作を制御するための
プログラムが記憶されており、前述したように、ボディＣＰＵ２５１はこのフラッシュメ
モリ２７７に記憶されたプログラムに従ってデジタル一眼レフカメラの制御を行う。なお
、フラッシュメモリ２７７は、電気的に書き換え可能な不揮発性メモリである。
【００５９】
　ＳＤＲＡＭ２８１は、ＳＤＲＡＭ制御回路２７９を介してデータバス２５２に接続され
ており、このＳＤＲＡＭ２８１は、画像処理回路２５７によって画像処理された画像デー
タまたは圧縮伸張回路２５９によって圧縮された画像データを一時的に記憶するためのバ
ッファメモリである。
【００６０】
　データバス２５２に接続された記録媒体制御回路２８３は、記録媒体Ａ２８５、記録媒
体Ｂ２８７に接続され、これらの記録媒体Ａ２８５、記録媒体Ｂ２８７への画像データ等
の記録及び画像データ等の読み出しの制御を行う。
【００６１】
　記録媒体Ａ２８５および記録媒体Ｂ２８７は、ｘＤピクチャーカード(登録商標)、コン
パクトフラッシュ(登録商標)、ＳＤメモリカード(登録商標)またはメモリスティック(登
録商標)等の書換え可能な記録媒体のいずれかが装填可能となるように構成され、カメラ
本体２００に対して着脱自在となっている。その他、通信接点を介してハードディスクを
接続可能に構成してもよい。なお、記録媒体Ａ２８５、記録媒体Ｂ２８７は、同じ種類の
記録媒体であって、記憶容量が異なる組み合わせや、また異なる種類の記録媒体の組み合
わせ等、組み合わせ方は自由である。
【００６２】
　ダイアル検知回路２８９は、前述の前ダイアル２２と後ダイアル２３にそれぞれ接続し
ており、それぞれのダイアルの回転方向および回転量を検知する。
【００６３】
　カメラ本体２００内には、本体内の各回路や各機構等に電源を供給するための電源供給
回路２９１が設けられている。この電源供給回路２９１には、内蔵のバッテリ２９２およ
び外部電源２９３が接続可能である。
【００６４】
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　ＬＣＤ向き検知回路２６５は、背面ＬＣＤ３９の向きを検知する。すなわち、背面ＬＣ
Ｄ３９は、その向きを縦位置や横位置に変更することができ、この向きを検知し、入出力
回路２７１を介してボディＣＰＵ２５１に伝達される。
【００６５】
　前述のコントロールパネル４０には、コントロールパネル駆動回路２９７が接続されて
おり、コントロールパネル駆動回路２９７はボディＣＰＵ２５１に接続されている。ボデ
ィＣＰＵ２５１は、コントロールパネル駆動回路２９７を介して、コントロールパネル４
０に撮影情報等の表示を行う。
【００６６】
　カメラ本体２００内に配置された内蔵フラッシュ５０は、充電回路３０１、フラッシュ
発光回路３０３、発光管３０５等から構成される。充電回路３０１はバッテリ２９２また
は外部電源２９３等より、電源供給を受け、電圧を昇圧し、これを充電する。フラッシュ
発光回路３０３は、所定のタイミングで、充電回路３０１によって昇圧された電圧を発光
管３０５に印加する等、発光制御を行う。
【００６７】
　外部フラッシュ３１０は、外付けのフラッシュ装置であり、接点３１０ａ、３１０ｂを
介して、カメラ本体２００と接続する。この外部フラッシュ３１０内には、フラッシュＣ
ＰＵ３１１、充電回路３１３、フラッシュ発光回路３１５、発光管３１７、反射傘３１８
、ズーム駆動回路３１９が配置されている。
【００６８】
　フラッシュＣＰＵ３１１は、外部フラッシュ３１０の制御を行い、また、接点３１０ｂ
、通信回路２７３を介してボディＣＰＵ２５１と通信を行う。充電回路３１３は、外部フ
ラッシュ３１０内に装填された電源電池の電圧を昇圧し、これを充電する。フラッシュ発
光回路３１５は、ボディＣＰＵ２５１と接点３１０ａを介して受信した発光命令に応じて
発光する。ズーム駆動回路３１９は、撮影光学系１０１の焦点距離に応じて、発光管３１
７と反射笠３１８の間隔を駆動制御し、撮影光学系１０１の焦点距離等に応じた照射角と
なるように制御する。
【００６９】
　外部機器３２０は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の機器であり、接点３２０ａ、
通信回路２７３を介して、ボディＣＰＵ２５１と通信を行う。外部表示機器３３０は、テ
レビ等の表示機器であり、接点３３０ａを通じて、前述のビデオ信号出力回路２６１に接
続されている。外部表示機器３３０の内部には、表示装置駆動回路３３１と表示装置３３
３が配置されている。ビデオ信号出力回路２６１からのビデオ信号に基づき、表示装置駆
動回路３３１は表示装置３３３に記録画像等の表示を行う。
【００７０】
　次に、本実施形態における縦横とアスペクト比について、図４を用いて説明する。撮像
素子２２１の撮像面はほぼ正方形をしており、撮像素子２２１内であって、かつイメージ
サークル１２０内において、画像が得られる。このときの縦横の比率をアスペクト比とい
う。本実施形態においては、４：３横長、４：３縦長、１６：９横長、１６：９縦長の４
つのアスペクト比を採用している。もちろん、これとは異なるアスペクト比を採用しても
構わない。ここで説明したアスペクト比は、後述する図７（ａ）における設定変更のサブ
ルーチンによって、変更できる。設定されたアスペクト比に基づいて、有効となる画像デ
ータ（画像データ出力領域）は、撮像素子駆動回路２２３から出力される画像データの中
から、前処理回路２２５や画像処理回路２５７によって、選択される。
【００７１】
　次に、本実施形態における動作について、図５ないし図１３に示すフローチャートを用
いて説明する。
【００７２】
　図５は、カメラ本体２００側のボディＣＰＵ２５１によるパワーオンリセットの動作で
ある。カメラ本体２００にバッテリ２９２が装填され、または外部電源２９３が接続され
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ると、このフローがスタートする。まずカメラ本体２００のパワースイッチ３４がオンで
あるかを判定する（＃１）。判定の結果、パワースイッチ３４がオフの場合には、低消費
電力の状態であるスリープ状態となる（＃３）。
【００７３】
　このスリープ状態ではパワースイッチ３４がオンとなった場合のみに割り込み処理を行
い、ステップ＃５以下においてパワーオンのための処理を行う。パワースイッチ３４がオ
ンとなるまでは、パワースイッチ割り込み処理以外の動作を停止し、電源電池の消耗を防
止する。
【００７４】
　ステップ＃１において、パワースイッチ３４がオンであった場合、またはステップ＃３
におけるスリープ状態を脱した場合には、電源供給を開始する（＃５）。次に、防塵フィ
ルタ２１５における塵埃除去動作を行う（＃７）。このステップでは、防塵フィルタ２１
５に固着された圧電素子に防塵フィルタ駆動回路２３５から駆動電圧を印加し、超音波振
動波によって塵埃等を除去する。
【００７５】
　次に、前ダイアル２２や後ダイアル２３等によって設定された撮影モードや、ＩＳＯ感
度、マニュアル設定されたシャッタ速度や絞り値等の情報があればそれらの撮影モードや
撮影条件の読み込みを行う（＃９）。なお、このときに、併せて、レンズＣＰＵ１１１か
ら通信回路２７３を介して交換レンズ１００の開放絞り、焦点距離情報等のレンズ情報の
読み込みも行う。
【００７６】
　撮影モード等の読み込みを行うと、次に、ライブビューを行っているか否かの判定を行
う（＃１１）。本実施形態に係わるデジタル一眼レフカメラのライブビュー表示は、ＬＶ
表示釦３１が一度操作されると、ライブビュー表示モードに設定され、再度操作されると
、ライブビュー表示モードが解除される。
【００７７】
　ステップ＃１１における判定の結果、ライブビュー表示モードでなかった場合には、す
なわち、光学ファインダ表示モードの場合には、ファインダ測光（Ｆ測光）および露出量
演算を行う（＃１３）。ライブビュー表示モードでない場合には、可動ミラー２０１は下
降状態にあり、撮影光学系１０１を通過した被写体光束をペンタプリズム２０７等のファ
インダ光学系に反射している。このため、測光素子２１１に被写体光束が入射し、測光を
行うことができる。
【００７８】
　ファインダ測光によって測光を行うと、このとき得た被写体輝度に基づいて適正露光を
得るための絞り値やシャッタ速度等の露出量の演算を行う。なお、露出量の演算にあたっ
ては、ステップ＃９において設定されていた撮影モードや撮影条件に従って行う。
【００７９】
　露出量の演算を行うと、次に、ファインダ表示を行う（＃１５）。ファインダ表示は、
ファインダ内表示装置２０６によって行い、設定されている縦横とアスペクト比に応じた
撮影範囲や、また演算または手動設定された絞り値やシャッタ速度等の撮影条件が表示さ
れる。また、演算された露出量に基づく絞り値やシャッタ速度値、またはこれらの手動設
定値は、コントロールパネル４０にも表示される。なお、このファインダ表示のサブルー
チンの詳細は、図８を用いて後述する。
【００８０】
　続いて、ライブビュー表示の消灯を行う（＃１７）。ライブビュー表示モードから光学
ファインダ表示モードに切り替わった際には、ここで、ライブビュー表示の消灯を行う。
なお、ライブビュー表示モードが解除され光学ファインダ表示を繰り返し行っている場合
には、ライブビュー表示は消灯されているので、このステップをスキップする。
【００８１】
　ステップ１１における判定の結果、ライブビュー表示モードに設定されている場合には
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、可動ミラー２０１の退避を行い（＃３１）、シャッタ２１３を開放する（＃３３）。ラ
イブビュー表示モードでは、撮像素子２２１からの画像データに基づいて、被写体像を背
面ＬＣＤ３９に表示するので、撮像素子２２１上に被写体像が形成されるように、可動ミ
ラー２０１を退避し、シャッタ２１３を開放する。なお、ライブビュー表示開始後は、こ
のステップ＃３１、＃３３をスキップする。
【００８２】
　続いて、イメージャー測光（Ｉ測光）および露出量の演算を行う（＃３５）。ライブビ
ュー表示モードに入ると、可動ミラー２０１は撮影光学系１０１の光路から退避し、測光
素子２１１には、被写体光束が入射しない。そこで、撮像素子２２１からの画像データに
基づいて、ＡＥ回路２５５によって被写体輝度の測定を行う。
【００８３】
　ここで測定された被写体輝度に基づいて、適正露光を得るための絞り値やシャッタ速度
等の露出量の演算を行う。なお、露出量の演算にあたっては、ステップ＃１３と同様、ス
テップ＃９において設定されていた撮影モードや撮影条件に従って行う。また、ここで演
算された露出量に基づく絞り値やシャッタ速度値、またはこれらの手動設定値は、背面Ｌ
ＣＤ３９やコントロールパネル４０に表示される。
【００８４】
　続いて、ライブビュー表示を行う（＃３７）。ライブビュー表示は、撮像素子２２１か
らの画像データに基づき、前処理回路２２５や画像処理回路２５７によって、画素数を間
引く等の画像処理を行い、被写体像を背面ＬＣＤ３９に動画表示する。撮像素子２２１か
ら画像データの読み出しを行うたびに、被写体像の更新を行う。また、このライブビュー
表示では、画像処理回路２５７によって被写体像の中に顔が含まれているか否かと、ズー
ム位置検出機構１０６によって焦点距離の増減を検出し、これらの検出結果に応じて、撮
像素子２２１からの画像データ出力領域の縦横及び／またはアスペクトを制御する。この
サブルーチンの詳細については、図９を用いて後述する。
【００８５】
　ライブビュー表示を行うと、次に、ファインダ表示の消灯を行う（＃３９）。光学ファ
インダ表示モードからライブビュー表示モードに切り替わった際には、ここで、ファイン
ダ表示の消灯を行う。なお、ライブビュー表示モードに切り替わり、ライブビュー表示を
繰り返し行っている場合には、ファインダ表示は消灯されているので、このステップはス
キップする。
【００８６】
　ステップ＃１７におけるライブビュー表示を消灯すると、またはステップ＃３９におけ
るファインダ表示を消灯すると、操作部材による操作がなされたか否かの判定を行う（＃
１９）。このステップでは、スイッチ検知回路２６８によって、１Ｒスイッチ、設定スイ
ッチ（メニュースイッチ）、再生スイッチ、パワースイッチのいずれかのスイッチが操作
されたか否かを判定する。
【００８７】
　ステップ＃１９における判定の結果、操作がなかった場合には、ステップ＃１１に戻り
、前述の動作を実行する。一方、判定の結果、操作がなされていた場合には、次に、レリ
ーズ釦２１が半押しされたか否か、すなわち１Ｒスイッチがオンか否かの判定を行う（＃
２１）。
【００８８】
　ステップ＃２１における判定の結果、１Ｒスイッチがオンであった場合には、撮影準備
と撮影を行う撮影動作のサブルーチンを実行する（＃４１）。このサブルーチンの詳細は
図６を用いて後述する。
【００８９】
　ステップ＃２１における判定の結果、１Ｒスイッチがオンでなかった場合、または、ス
テップ＃４１における撮影動作を実行した場合には、次に、設定スイッチがオンか否かの
判定を行う。このステップでは、メニュー釦（設定釦）３５等が操作され、メニューモー
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ド（設定モード）に設定されたか否かの判定を行う。
【００９０】
　ステップ＃２３における判定の結果、メニューモード（設定モード）であった場合には
、設定変更を行う（＃４３）。この設定変更のサブルーチンでは、アスペクト変更モード
等の種々のモード等を設定でき、設定されたメニューに従って種々の処理を行う。このサ
ブルーチンの詳細については、図７を用いて後述する。
【００９１】
　ステップ＃２３における判定の結果、設定スイッチがオンでなかった場合、または、ス
テップ＃４３における設定変更のサブルーチンを実行すると、次に、再生スイッチがオン
か否かの判定を行う（＃２５）。この判定の結果、再生スイッチがオンであった場合には
、再生動作を実行する（＃４５）。再生動作では、記録媒体Ａ２８５または記録媒体Ｂ２
８７に記録されている画像データを読み出し、背面ＬＣＤ３９または外部表示装置３３０
等に再生表示する。この再生動作のサブルーチンの詳細については、図１２を用いて後述
する。
【００９２】
　ステップ＃２５における判定の結果、再生スイッチがオンでなかった場合、または、ス
テップ＃４５における再生動作のサブルーチンを実行すると、次に、パワースイッチ３４
がオンか否かの判定を行う（＃２７）。この判定の結果、パワースイッチ３４がオンであ
った場合には、ステップ＃１１に戻り、前述の動作を実行する。
【００９３】
　一方、ステップ＃２７における判定の結果、パワースイッチがオンではなかった場合に
は、電源供給を停止し（＃２９）、ステップ＃３に戻り、前述のスリープ状態となる。
【００９４】
　次に、ステップ＃４１における撮影動作のサブルーチンについて、図６に示すフローチ
ャートを用いて説明する。
【００９５】
　撮影動作のサブルーチンに入ると、まず、ステップ＃１１と同様にライブビュー表示モ
ードか否かの判定を行う（＃５１）。この判定の結果、ライブビュー表示モードでなかっ
た場合には、位相差ＡＦのサブルーチンを実行する（＃５３）。この位相差ＡＦのサブル
ーチンでは、撮影光学系１０１の周辺を通過した２光束を用いて公知の位相差法に基づい
て、撮影光学系１０１の焦点ズレ方向および焦点ズレ量を検出する。そして、この検出さ
れた焦点ズレ方向および焦点ズレ量を用いて、撮影光学系１０１を合焦位置に駆動する。
【００９６】
　位相差ＡＦが終わると、次に、ステップ＃１３と同様にファインダ測光および露出量演
算を行う（＃５５）。ここで演算された露出量に基づく絞り値やシャッタ速度値、または
これらの手動設定値は、ファインダ内表示装置２０６やコントロールパネル４０に表示さ
れる。
【００９７】
　ステップ＃５１における判定の結果、ライブビュー表示モードであった場合には、イメ
ージャーＡＦのサブルーチンを実行する（＃５７）。ライブビュー表示モードでは、可動
ミラー２０１が撮影光学系１０１の光路から退避位置にあり、位相差ＡＦによる測距を行
うことができない。そこで、撮像素子２２１からの画像データに基づいて、イメージャー
ＡＦを行う。このイメージャーＡＦのサブルーチンでは、コントラストＡＦ回路２５３か
ら出力される画像データの高周波成分がピーク値となるように、撮影光学系１０１の駆動
制御を行う。
【００９８】
　イメージャーＡＦを行うと、次に、ステップ＃３５と同様にイメージャー測光および露
出量演算を行う（＃５９）。ここで演算された露出量に基づく絞り値やシャッタ速度値、
またはこれらの手動設定値は、背面ＬＣＤ３９やコントロールパネル４０に表示される。
【００９９】
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　ステップ＃５５におけるファインダ測光および露出量演算、またはステップ＃５９にお
けるイメージャー測光を行うと、次に、レリーズ釦２１が全押しされたか否か、すなわち
２Ｒスイッチがオンか否かを判定する（＃６１）。この判定の結果、２Ｒスイッチがオン
でなかった場合には、１Ｒスイッチがオンか否かの判定を行う（＃６３）。
【０１００】
　このステップ＃６３における判定の結果、１Ｒスイッチがオンでなければ、レリーズ釦
２１から撮影者の指が離れたことから、撮影動作のサブルーチンを終了し、元のフローに
戻る。一方、ステップ＃６３における判定の結果、１Ｒスイッチがオンであった場合には
、少なくとも撮影者の指がレリーズ釦２１にかかっていることから、ステップ＃６１に戻
り、このステップとステップ＃６３を交互に判定する待機状態となる。
【０１０１】
　ステップ＃６１における判定の結果、２Ｒスイッチがオンとなると、レリーズ釦２１が
全押しされ、露光動作に移る。まず、ステップ＃１１、＃５１と同様に、ライブビュー表
示モードか否かの判定を行う（＃６５）。この判定の結果、ライブビュー表示モードでな
かった場合には、可動ミラー２０１の退避を行う（＃６７）。ライブビュー表示モードで
ない場合、すなわち光学ファインダ表示モードの場合には、可動ミラー２０１が下降位置
にあるので、撮像素子２２１に被写体光束に導くために、可動ミラー２０１を退避させる
。
【０１０２】
　一方、ステップ＃６５における判定の結果、ライブビュー表示モードであった場合には
、シャッタ２１３の閉じ動作を行う（＃９１）。ライブビュー表示モードの場合には、可
動ミラー２０１は退避位置にあり、シャッタ２１３は開放のままである。露光動作を実行
するにあたって、シャッタ２１３をチャージする必要があることから、一旦、シャッタ２
１３の閉じ動作を行う。
【０１０３】
　ステップ＃６７の可動ミラー退避、またはステップ＃９１のシャッタ閉を行うと、次に
、絞り１０３の絞り込み動作を行う（＃６９）。このステップでは、露出量演算に基づい
て求められた絞り値または手動設定された絞り値となるように、レンズＣＰＵ１１１に対
して、絞り込み指示を行う。
【０１０４】
　続いて、露出動作を行う（＃７１）。このステップでは、シャッタ２１３の先幕を走行
させると共に、撮像素子２２１において電荷蓄積を開始する。そして、所定時間が経過す
ると、シャッタ２１３の後幕を走行させると共に、撮像素子２２１における電荷蓄積を終
了する。
【０１０５】
　露出動作が終了すると、次に、絞り１０３の開放を行う（＃７３）。すなわち、ボディ
ＣＰＵ２５１は、レンズＣＰＵ１１１に対して、絞り１０３が開放絞り値となるように指
示を送信する。
【０１０６】
　絞りを開放にすると、次に、ステップ＃１１、＃５１、＃６５と同様に、ライブビュー
表示モードか否かの判定を行う（＃７５）。この判定の結果、ライブビュー表示モードで
なかった場合には、可動ミラー２０１の復帰を行う（＃７７）。すなわち、ステップ＃６
７において可動ミラー２０１は撮影光学系１０１の光路から退避していたので、光路中に
挿入するように下降させる。
【０１０７】
　一方、ステップ＃７５における判定の結果、ライブビュー表示モードであった場合には
、シャッタ２１３の開放を行う（＃９３）。すなわち、ライブビュー表示を再開するため
に、撮影光学系１０１からの被写体光束を撮像素子２２１に導くべく、シャッタ２１３の
先幕を走行させ、シャッタを開放する。
【０１０８】
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　ステップ＃７７における可動ミラー復帰、またはステップ＃９３におけるシャッタ開を
行うと、次に、画像の読み出しを行う（＃７９）。このステップでは、撮像素子駆動回路
２２３によって、撮像素子２２１から画像信号の読み出しを行う。
【０１０９】
　続いて、画像処理を行う（＃８１）。すなわち、撮像素子２２１から読み出された画像
信号を前処理回路２２５、画像処理回路２５７や圧縮伸張回路２５９等によって種々の画
像処理を行う。なお、設定変更のサブルーチン（図７参照）によって、設定されたアスペ
クト比に基づく画像データ出力領域の画像データが、前処理回路２２５、画像処理回路２
５７等によって選択され、画像処理される。
【０１１０】
　画像処理を行うと、次に、画像記録を行う（＃８３）。画像記録は、画像処理された画
像データ出力領域の画像データを、記録媒体制御回路２８３によって、記録媒体Ａ２８５
または記録媒体Ｂ２８７に記録する。この画像記録が終わると、元のフローに戻る。
【０１１１】
　次に、ステップ＃４３における設定変更のサブルーチンについて、図７（ａ）に示すフ
ローチャートを用いて説明する。メニューモードにおいて、種々の設定変更を行うことが
できるが、図７（ａ）に示すフローチャートは、その一部のみを示している。
【０１１２】
　すなわち、図７（ａ）に示すフローは、上位の設定変更のフローによって、十字釦３２
や縦横釦３７等の操作部材の操作によってアスペクト比を変更するモードが選択された場
合を示す。
【０１１３】
　図７（ａ）に示す設定変更のフローに入ると、まず、アスペクト変更操作がなされたか
否かの判定を行う（＃１０１）。このアスペクト変更操作は、背面ＬＣＤ３９のメニュー
画面上において、十字釦３２を操作することによりアスペクト変更を選択し、さらに、Ｏ
Ｋ釦３３によってこの選択したアスペクト比を決定することにより行う。
【０１１４】
　ステップ＃１０１における判定の結果、アスペクト設定変更であった場合には、アスペ
クト設定変更が行われる（＃１０３）。すなわち、十字釦３２のうちの右側十字釦が操作
されるたびに、図７（ｂ）に示すように、アスペクト比が、４：３、３：２、１６：９と
順次、変更される。なお、左側十字釦が操作されると、これとは逆の順番で変更される。
【０１１５】
　ステップ＃１０３におけるアスペクト設定変更が終了すると、またはステップ＃１０１
における判定の結果、アスペクト変更操作がなされていなかった場合には、次に、縦横位
置変更操作がなされたか否かの判定を行う（＃１０５）。このステップでは、縦横釦３７
が操作されたか否かを判定する。
【０１１６】
　ステップ＃１０５における判定の結果、縦横位置変更操作がなされた場合には、縦横設
定変更を行う（＃１０７）。ここでは、図７（ｂ）に示すように、４：３横長に設定され
ていた場合には、３：４縦長に設定変更を行う。また、３：２横長に設定されていた場合
には、２：３縦長に、１６：９横長に設定されていた場合には、９：１６縦長に設定変更
を行う。
【０１１７】
　ステップ＃１０７における設定変更を行うと、またはステップ＃１０５における判定の
結果、縦横位置変更操作がなされていなかった場合には、元のフローに戻る。
【０１１８】
　このように、本実施形態においては、アスペクト比や縦横位置を変更することができる
。縦横位置やアスペクトを変更すると、この設定に応じて、前処理回路２２５や画像処理
回路２５７は、撮像素子２２１から読み出された画像データの有効範囲を変更する。この
ため、再生装置の画面の縦横位置やアスペクト比に応じた画面で撮影することができる。
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また、被写体にあったフレームで撮影することが可能となる。
【０１１９】
　なお、本実施形態においては、アスペクト変更操作は設定画面（メニュー画面）で行い
、また縦横位置の変更は縦横釦３７の操作によって行っていた。しかし、これに限らず、
両変更共、操作釦を設け、これによって行ってもよく、逆に、操作釦を設けずに両操作共
、設定画面（メニュー画面）で設定するようにしても勿論かまわない。また、操作部材に
よってアスペクト比や縦横を変更する以外にも、例えば、傾きセンサ２２７の検知出力に
基づき、カメラ本体２００を振る動作に応じて、変更するようにしても良い。
【０１２０】
　次に、ステップ＃１５におけるファインダ表示のサブルーチンについて、図８を用いて
説明する。このファインダ表示では、光学ファインダで被写体像を光学的に表示し、この
場合に撮影情報や撮影範囲の表示を行う。
【０１２１】
　図８（ａ）に示すファインダ表示のフローに入ると、まず、情報表示液晶の駆動を開始
する（＃１２１）。このステップでは、ファインダ内表示装置２０６の情報表示液晶２０
６ａ、２０６ｂの駆動を開始する（＃１２１）。この情報表示液晶２０６ａ、２０６ｂは
、プログラム撮影モード（Ｐ）等の撮影モード、シャッタ速度（図中では「２５０」）、
絞り値（図中では「Ｆ５．６」）、露出補正（図中では「＋０．７」）、フラッシュ状態
等を表示する。なお、このステップで情報表示液晶２０６ａ、２０６ｂが駆動開始される
が、バックライトが未点灯のため、撮影者は、この段階では、視認することができない。
【０１２２】
　続いて、横位置が選択されているか否かの判定を行う（＃１２３）。縦位置か横位置か
は、縦横釦３７によって設定できるので、このステップでは縦横の設定状態に基づいて判
定する。なお、縦横釦３７で操作されるたびに、縦位置と横位置が交互に変化するので、
このフローでは最新の設定状態を確認する。
【０１２３】
　ステップ＃１２３における判定の結果、横位置が選択されていた場合には、横位置液晶
バックライトを点灯する（＃１２５）。この横位置液晶バックライトを点灯すると、図８
（ｂ）に示すように、情報表示液晶２０６ａが照明され、横一列に並んだ撮影情報を視認
することができる。
【０１２４】
　一方、ステップ＃１２３における判定の結果、横位置が選択されていなかった場合には
、縦位置液晶バックライトを点灯する（＃１２７）。この縦位置液晶バックライトを点灯
すると、図８（ｃ）に示すように情報表示液晶２０６ｂが照明され、縦一列に並んだ撮影
情報を視認することができる。
【０１２５】
　ステップ＃１２５における横位置液晶バックライトの点灯を行うと、またはステップ＃
１２７における縦位置液晶バックライトの点灯を行うと、次に、選択アスペクト罫線の点
灯を行う（＃１２９）。このステップでは、設定されているアスペクト比および縦横位置
に応じて、図８（ｂ）（ｃ）に示すように、全面ＬＣＤ２０５によって、撮影範囲を示す
罫線２０６ｃ、２０６ｄを表示する。すなわち、横位置が設定されている場合には図８（
ｂ）に示すように罫線２０６ｃのいずれか上下の２本の罫線を表示し、縦位置が設定され
ている場合には、図８（ｃ）に示すように罫線２０６ｄのいずれか左右の２本の罫線を表
示する。ここで表示する罫線２０６ｃ、２０６ｄは、ステップ＃１０３、＃１０７におい
て、設定された画像データ出力領域に基づいて行う。
【０１２６】
　選択アスペクト罫線の点灯を行うと、元のフローに戻る。このように、本実施形態にお
いては、縦位置か横位置に応じて、撮影情報の表示位置を変えている。また、光学ファイ
ンダ中に、撮影範囲を罫線２０６ｃ、２０６ｄによって表示するようにしている。このた
め、縦位置や横位置、またアスペクト比を変更しても、光学ファインダ中でその撮影範囲
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や、必要な撮影情報を確認することができ、大変便利である。
【０１２７】
　なお、本実施形態においては、撮影範囲を罫線で示すようにしているが、全面ＬＣＤ２
０５によって、撮影範囲のみを透過させ、撮影範囲以外は遮光するようにしても勿論かま
わない。本実施形態のように罫線のみとし、それ以外を透過させた場合には、撮影範囲以
外の周囲も含めて観察することができ、撮影範囲のみを透過させた場合には、出来上がり
の画像のみを容易に把握することができる。
【０１２８】
　次に、ステップ＃３７におけるライブビュー表示のサブルーチンについて、図９ないし
図１１を用いて説明する。このサブルーチンは、前述したように、撮像素子２２１からの
画像データに基づいて、背面ＬＣＤ３９に被写体像を表示する。
【０１２９】
　図９に示すライブビュー表示のフローに入ると、まず、ライブビュー表示を開始してい
るか否かの判定を行う（＃３１１）。この判定の結果、まだライブビュー表示を開始して
いなかった場合には、ライブビュー画像の表示を開始する（＃３１３）。ここでは、撮像
素子２２１からの画像データに基づいて、背面ＬＣＤ２６にライブビュー表示を開始する
。
【０１３０】
　ステップ＃３１１における判定の結果、ライブビュー表示を開始していた場合には、次
に、顔検出を行う（＃３１５）。このステップでは、画像処理回路２５７によって行われ
た顔検出に基づいて判定する。この判定の結果、顔が検出された場合には、次に、望遠側
にズームか否かの判定を行う（＃３１７）。ここでは、ズーム位置検出機構１０６によっ
て検出された焦点距離をレンズＣＰＵ１１１経由で取得し、この取得された焦点距離が望
遠側にズームされているか否かを判定する。なお、焦点距離が所定量以上、望遠側にズー
ムされた場合、Ｙｅｓと判定するようにする。ステップ＃３１７における判定の結果、望
遠側にズームされた場合には、横方向にアスペクト設定を行う（＃３２３）。この場合、
検出されたすべての顔の位置が画面内に入るように、アスペクト比の設定を行うようにし
ても良く、また焦点距離の変更を行うようにしても良い。
【０１３１】
　ステップ＃３１７における判定の結果、望遠側にズームしていなかった場合には、次に
、広角側にズームか否かの判定を行う（＃３１９）。ここでは、ステップ＃３１７と同様
に、焦点距離をレンズＣＰＵ１１１経由で取得し、この取得された焦点距離が広角側にズ
ームされているか否かを判定する。なお、焦点距離が所定量以上、広角側にズームされた
場合、Ｙｅｓと判定するようにする。
【０１３２】
　ステップ＃３１９における判定の結果、広角側にズームしていた場合には、人数が増加
しているか否かの判定を行う（＃３２１）。ここでは、前回に比較し、画像処理回路２５
７によって検出された人物の顔の数が増加しているか否かを判定する。この判定の結果、
人数が増加していた場合には、前述のステップ＃３２３に進み、横方向にアスペクト設定
を行う。一方、ステップ＃３２１における判定の結果、人数が変化していなかったか、ま
たは減少していた場合には、縦方向にアスペクト設定を行う（＃３２５）。
【０１３３】
　このように、ステップ＃３１５～＃３２５において、焦点距離の変化と人数の増減に応
じてアスペクト設定の変更を行っている。すなわち、図１１（ｂ）における状態から、広
角側にズーミングがなされ、かつ人数が増加した場合には（ステップ＃３１５→＃３１７
→＃３１９→＃３２３）、横方向にアスペクト設定がなさる（＃３２３）。この場合には
、被写体の人数が増えたことから、広角側にズームして画角を広げた状態であることから
、横長画像にし、被写体の全員が画面に入りやすいように横長画面としている。
【０１３４】
　図１１（ａ）または図１１（ｃ）における状態から、望遠側にズーミングがなされた場
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合にも（ステップ＃３１５→＃３１７→＃３２３）、横方向にアスペクト設定がなされる
（＃３２３）。また、図１１（ｂ）における状態から広角側にズーミングがなされ、人数
が増加していない場合には（ステップ＃３１５→＃３１７→＃３１９→＃３２１→＃３２
５）、縦方向にアスペクト設定がなされる（＃３２５）。この場合には、被写体である人
物を足元から全体を撮影する。
【０１３５】
　ステップ＃３１３においてライブビュー画像表示を開始すると、またはステップ＃３２
３において横方向にアスペクト設定を行うと、またはステップ＃３２３において縦方向に
アスペクト設定を行うと、次に、選択アスペクト表示座標の設定を行う（＃３３１）。こ
のステップでは、設定されている縦横位置とアスペクト比情報に基づいて、被写体像とし
て表示すべき範囲を示す座標を設定する。
【０１３６】
　続いて、画像領域外を黒塗りする（＃３３３）。このステップでは、ステップ＃３３１
において設定した表示座標を基に、図１０（ａ）～（ｄ）に示すように、画像領域外を黒
塗り、すなわち、画像の表示領域外とする。なお、図１０（ａ）は４：３の横長画像であ
り、（ｂ）は１６：９の横長画像であり、（ｃ）は２：３の縦長画像であり、（ｄ）は９
：１６の縦長画像を示す領域である。
【０１３７】
　画像領域外を黒塗りにすると、次に、情報表示座標の設定を行う（＃３３５）。このス
テップでは、画像が横長位置の場合には、図１０（ａ）（ｂ）に示すように、画像領域の
下側に横一列に撮影情報を表示するための座標の設定を行う。また、縦長位置の場合には
、図１０（ｃ）（ｄ）に示すように、画像領域の右側に縦一列に撮影情報を表示するため
の座標の設定を行う。
【０１３８】
　情報表示領域座標を設定すると、またはステップ＃３１５または＃３１９において判定
結果がＮｏであった場合には、次に、情報表示を行う（＃３３６）。このステップでは、
撮影情報を画像領域の下側または右側に表示する。続いて、ライブビュー画像表示を開始
する（＃３３７）。このステップでは、背面ＬＣＤ３９の画像領域に、撮像素子２２１か
らの画像データに基づいて、観察用に被写体像を動画表示する。続いて、液晶バックライ
トの点灯を行う（＃３３９）。これによって、背面ＬＣＤ３９におけるライブビュー表示
と撮影情報を視認することができる。撮影者は、被写体像を観察しながら構図を決定し、
撮影を行うことができる。
【０１３９】
　このように、本実施形態においては、背面ＬＣＤ３９にライブビュー表示を行うにあた
って、設定された縦横位置やアスペクト比を考慮して、被写体像を表示するようにしてい
る。また、画像の縦横位置に合わせて撮影情報の表示位置を変更している。このため、縦
位置や横位置、またアスペクト比を変更しても、ライブビュー表示によって、その撮影範
囲や、必要な撮影情報を確認することができ、大変便利である。
【０１４０】
　また、本実施形態においては、被写体像中に含まれる人数と、焦点距離の変化を検出し
、この検出結果に応じて、横方向または縦方向にアスペクト設定を自動変更している。こ
のため、被写体像の構図に応じてアスペクトをわざわざ設定する必要がなく便利である。
【０１４１】
　なお、本実施形態においては、画像領域外は黒塗りにして、画像を全く表示しないよう
にしていたが、これに限らず、例えば、罫線で表示してもよく、また、画像領域外を半透
明で表示する等の変形を行っても勿論かまわない。罫線で表示する場合や半透明で表示す
る場合には、ライブビュー表示用の画像データとしては、画像データ出力領域に限定せず
に、周囲の画像データも含めて背面ＬＣＤ３９に出力する。
【０１４２】
　次に、ステップ＃４５における再生動作のサブルーチンについて、図１２に示すフロー
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チャートを用いて説明する。このサブルーチンは、前述したように、記録媒体Ａ２８５や
記録媒体Ｂ２８７に記録されている画像データを読み出し、背面ＬＣＤ３９等に再生表示
を行う。再生釦３６を操作すると、再生動作のサブルーチンが動作を開始する。
【０１４３】
　再生動作のサブルーチンに入ると、まず、再生画像の指定を行う（＃１４１）。このス
テップでは、背面ＬＣＤ３９に記録媒体Ａ２８５等に記録されている画像がサムネイル表
示されるので、この中からユーザーが再生表示を望む画像をカーソルによって指定する。
【０１４４】
　再生画像の指定が行われると、次に、外部出力接続がなされているか否かを判定する（
＃１４３）。ここでは、テレビ等の外部表示装置３３０が接続されているか否かを判定す
る。この判定の結果、外部表示装置３３０が接続されていた場合には、外部再生を行う（
＃１４５）。このステップでは、ビデオ信号出力回路２６１からの画像信号を外部表示装
置３３０に送信し、外部表示装置３３０に記録媒体Ａ２８５等から読み出された画像を再
生表示する。
【０１４５】
　一方、ステップ＃１４３における判定の結果、外部表示装置３３０が接続されていなか
った場合には、液晶モニタ再生を行う（＃１４７）。このステップでは、記録媒体Ａ２８
５等から読み出された画像を背面ＬＣＤ３９で再生表示する。この液晶モニタ再生のサブ
ルーチンは、図１３を用いて後述する。
【０１４６】
　ステップ＃１４５における外部再生、またはステップ＃１４７における液晶モニタ再生
を行うと、再生終了か否かの判定を行う（＃１４９）。本実施形態におけるカメラ本体２
００は、再生釦３６を操作することにより、再生表示モードとなり、再度、再生釦３６を
操作することにより、再生表示モードが終了する。したがって、このステップでは、再度
、再生釦３６が操作されたか否かを判定する。
【０１４７】
　ステップ＃１４９における判定の結果、再生終了でなかった場合には、ステップ＃１４
３に戻り、前述の動作を実行する。一方、判定の結果、再生終了であった場合には、再生
動作を終了し、元のフローに戻る。
【０１４８】
　次に、ステップ＃１４７における液晶モニタ再生のサブルーチンについて、図１３に示
すフローチャートを用いて説明する。このサブルーチンは、記録媒体Ａ２５８等に記録さ
れた画像データを読み出し、背面ＬＣＤ３９に再生表示する。
【０１４９】
　液晶モニタ再生のサブルーチンに入ると、まず、指定画像の読み込みを行う（＃１５１
）。すなわち、ステップ＃１４１において指定された画像について、記録媒体Ａ２８５か
ら画像データの読み出しを行う。続いて、余白部分の黒塗りを行う（＃１５３）。前述し
たように、本実施形態における画像は、縦横位置やアスペクト比が異なっていることから
、それぞれ読み出した画像データの縦横位置やアスペクト比に従って、図１０（ａ）～（
ｄ）と同様に、余白部分を黒塗りとする。
【０１５０】
　余白部分の黒塗りを行うと、次に、モニタ再生表示を開始する（＃１５５）。すなわち
、ステップ＃１５１で読みだした画像データに基づいて、背面ＬＣＤ３９に画像を再生表
示する。
【０１５１】
　モニタ再生表示を開始すると、次に、画像選択操作がなされたか否かの判定を行う（＃
１５７）。本実施形態に係わるカメラは、左右の十字釦３２を操作することにより、前ま
たは次の画像に変更することができ、また、サムネイル画像を再度表示し、この中から画
像選択することもできる。したがって、このステップでは、これらの操作がなされたか否
かを判定する。
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【０１５２】
　ステップ＃１５７における判定の結果、画像選択操作がなされた場合には、指定画像の
変更を行う（＃１６１）。すなわち、画像選択操作によって選択された画像に変更する。
このあと、ステップ＃１５１に戻り、変更された画像の読み出しを行い、再生表示を行う
。
【０１５３】
　一方、ステップ＃１５７における判定の結果、画像選択がなされていない場合には、再
生終了か否かの判定を行う（＃１５９）。前述したように、再生釦３６が再度操作される
と、再生終了であるので、このステップでは、再生釦３６が再度操作されてか否かを判定
する。
【０１５４】
　ステップ＃１５９における判定の結果、再生終了でなければ、ステップ＃１５７に戻り
、前述の動作を実行する。一方、再生終了であった場合には、液晶モニタ再生のサブルー
チンを終了し、元のフローに戻る。
【０１５５】
　このように、本実施形態においては、記録媒体Ａ２８５等から画像データを読み出し、
再生表示を行う場合には、外部表示装置３３０やカメラ本体２００に配置された背面ＬＣ
Ｄに再生表示を選択的に行うことができる。また、背面ＬＣＤ３９に再生表示するにあた
って、縦横位置やアスペクト比に応じ、余白部分を黒塗りして表示を行うようにしている
。したがって、種々のサイズで撮影した場合、そのサイズに相応しい表示を行うことがで
きる。
【０１５６】
　以上説明したように、本発明の実施形態においては、焦点距離の増減と被写体の顔の増
減に応じて、撮像素子２２１の画像データ出力領域の縦横及び／又はアスペクト比を制御
している。このため、ユーザーが設定した焦点距離と被写体（人物）に対して最適なアス
ペクト比に自動に切り換えることができる。
【０１５７】
　また、従来の撮像装置においては、アスペクト比によって画角が異なり、対角線長が異
なるといった問題があった。すなわち、画角が変化してしまうという問題があった。しか
し、本発明の実施形態によれば、撮像素子２２１のイメージサークル１２０の対角線はい
つも一定であり、画角が変化することがない。
【０１５８】
　なお、本発明の実施形態においては、光学ファインダとライブビュー表示の両方の表示
部を有していたが、光学ファインダを省略し、ライブビュー表示のみとしても勿論かまわ
ない。
【０１５９】
　また、本発明の実施形態においては、画像処理回路２５７が顔の検出を行うにあたって
、画像データ出力領域内の画像データを用いて、この範囲内で被写体の顔を検出していた
。しかし、これに限らず、撮像素子２２１の全体から出力される画像データを用いて、被
写体の顔を検出するようにしても良い。この場合には、フレーミングの際に周囲の被写体
の顔も含めて、アスペクト設定の際に考慮される。
【０１６０】
　さらに、本発明の実施形態においては、撮影光学系１０１の一部の光学系を光軸に沿っ
て移動させるズームレンズによって焦点距離を変化させていた。しかし、これに限らず、
例えば、デジタルカメラに対して脱着可能な交換レンズを交換することにより焦点距離を
変化させるようにしても良い。この場合も、カメラ本体２００と交換レンズ１００の間で
、通信を行うことにより、装着した交換レンズの焦点距離の変化を検出するようにすれば
良い。
【０１６１】
　さらに、本発明の実施形態においては、縦横位置やアスペクト比によって決まる画像デ
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ータ出力領域の画像データは、前処理回路２２５や画像処理回路２５７によって、撮像素
子駆動回路２２３から出力される画像データの中から選択していた。しかし、これに限ら
ず、例えば、撮像素子２２１から読み出す際に、縦横位置やアスペクト比によって決まる
範囲についてのみ、画像データを読み出すようにしても良い。
【０１６２】
　さらに、本実施形態においては、撮影のための機器として、デジタルカメラを用いて説
明したが、カメラとしては、デジタル一眼レフカメラでもコンパクトデジタルカメラでも
よく、ビデオカメラ、ムービーカメラのような動画用のカメラでもよく、さらに、携帯電
話や携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assist）等に内蔵されるカメラでも構わ
ない。いずれにしても、縦横位置やアスペクトを変更することが可能な撮影のための機器
であれば、本発明を適用することができる。
【０１６３】
　本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１６４】
【図１】本発明の一実施形態に係わるデジタルカメラの正面側からみた外観斜視図である
。
【図２】本発明の一実施形態に係るデジタルカメラの背面側から見た外観斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係わるデジタルカメラにおいて電気回路を示すブロック図
である。
【図４】本発明の一実施形態に係わるデジタルカメラにおいて撮像素子のイメージサーク
ルと縦横位置およびアスペクト比を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、パワーオンリセットの動
作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、撮影動作を示すフローチ
ャートである。
【図７】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、設定変更の動作を説明す
る図であり、（ａ）は設定変更のフローチャートであり、（ｂ）は縦横位置およびアスペ
クト比の関係を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、ファインダ表示の動作を
説明する図であり、（ａ）はファインダ表示のフローチャートであり、（ｂ）は横位置で
のファインダ表示を示し、（ｃ）は縦位置でのファインダ表示を示す。
【図９】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、ライブビュー表示の動作
を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、ライブビュー表示の状
態を示す図であり、（ａ）は横位置４：３でのライブビュー表示を示し、（ｂ）は横位置
１６：９でのライブビュー表示を示し、（ｃ）は縦位置２：３でのライブビュー表示を示
し、（ｄ）は縦位置９：１６でのライブビュー表示を示す。
【図１１】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、ライブビュー表示にお
けるアスペクト自動設定を説明する図である。
【図１２】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、再生動作を示すフロー
チャートである。
【図１３】本発明の一実施形態におけるデジタルカメラにおいて、液晶モニタ動作を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
【０１６５】
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２１・・・レリーズ釦、２２・・・前ダイアル、２３・・・後ダイアル、２４・・・ボデ
ィマウント、３１・・・ＬＶ表示釦、３２・・・十字釦、３３・・・ＯＫ釦、３４・・・
パワースイッチ、３５・・・メニュー釦、３６・・・再生釦、３７・・・縦横釦、３８・
・・接眼部、３９・・・背面ＬＣＤ、４０・・・コントロールパネル、５０・・・内蔵フ
ラッシュ、１００・・・交換レンズ、１０１・・・撮影光学系、１０３・・・絞り、１０
５・・・ピント位置検出機構、１０６・・・ズーム位置検出機構、１０７・・・光学系駆
動機構、１０９・・・絞り駆動機構、１１１・・・レンズＣＰＵ、１１３・・・レンズＲ
ＯＭ、１１５・・・レンズＲＡＭ、１２０・・・イメージサークル、２００・・・カメラ
本体、２０１・・・可動ミラー、２０３・・・サブミラー、２０４・・・スクリーン、２
０５・・・全面ＬＣＤ、２０６・・・ファインダ内表示装置、２０６ａ・・・情報表示液
晶、２０６ｂ・・・情報表示液晶、２０７・・・ペンタプリズム、２０９・・・接眼レン
ズ、２１１・・・測光素子、２１２・・・測光処理回路、２１３・・・シャッタ、２１５
・・・防塵フィルタ、２１７・・・ローパスフィルタ、２２１・・・撮像素子、２２３・
・・撮像素子駆動回路、２２５・・・前処理回路、２２７・・・傾きセンサ、２２８・・
・傾き検知回路、２２９・・・手ブレセンサ、２３０・・・手ブレ補正回路、２３１・・
・シフト機構駆動回路、２３３・・・シフト機構、２３５・・・防塵フィルタ駆動回路、
２３７・・・シャッタ駆動機構、２３９・・・ミラー駆動機構、２４１・・・位相差ＡＦ
センサ、２４３・・・位相差ＡＦ処理回路、２４４・・・光源センサ、２４５・・・光源
処理回路、２４６・・・照度センサ、２４７・・・照度処理回路、２４８・・・リモコン
受信センサ、２４９・・・リモコン受信処理回路、２５０・・・ＡＳＩＣ、２５１・・・
ボディＣＰＵ、２５２・・・バス、２５３・・・コントラストＡＦ回路、２５５・・・Ａ
Ｅ回路、２５７・・・画像処理回路、２５９・・・圧縮伸張回路、２６１・・・ビデオ信
号出力回路、２６３・・・ＬＣＤ駆動回路、２６５・・・ＬＣＤ向き検知回路、２６８・
・・スイッチ検知回路、２６９・・・各種スイッチ、２７１・・・入出力回路、２７３・
・・通信回路、２７５・・・フラッシュメモリ制御回路、２７７・・・フラッシュメモリ
、２７９・・・ＳＤＲＡＭ制御回路、２８１・・・ＳＤＲＡＭ、２８３・・・記録媒体制
御回路、２８５・・・記録媒体Ａ、２８７・・・記録媒体Ｂ、２８９・・・ダイアル検知
回路、２９１・・・電源供給回路、２９２・・・バッテリ、２９３・・・外部電源、２９
５・・・ファインダ内表示駆動回路、２９７・・・コントロールパネル駆動回路、３０１
・・・充電回路、３０３・・・フラッシュ発光回路、３０５・・・発光管、３１０・・・
外部フラッシュ、３１０ａ・・・接点、３１０ｂ・・・接点、３１１・・・フラッシュＣ
ＰＵ、３１３・・・充電回路、３１５・・・フラッシュ発光回路、３１７・・・発光管、
３１８・・・反射笠、３１９・・・ズーム駆動回路、３２０・・・外部機器（ＰＣ）、３
２０ａ・・・接点、３２１・・・機器ＣＰＵ、３３０・・・外部表示装置（ＴＶ）、３３
０ａ・・・接点、３３１・・・表示装置駆動回路、３３３・・・表示装置、３４１・・・
通信接点
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